
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師１０
０％

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 Ｂ

・学校全体で取り組むことを共通理解し、それ
に向けて個人で目標を立てて行っている。折
を見て追加修正を行うようにしている。 A

・学力向上対策評価シートのマイプランを共有
し、普段の授業等で意識しながら取り組むこと
ができた。成果指標の達成率１００％達成でき
た。

A
・先生同士でのマイプラン共有等は、適宜支え合うこと
やよりよい指導法を探ることもできるものです。柔軟な
意思の疎通は、児童にも好影響である。 松永・儀間

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業及び習熟ための実践

○学習に関するアンケートにおいて「学
習した内容がわかった、できるようになっ
た」と回答した児童９０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」を踏
まえ、授業に「書く活動」「話し合う活動」を設
定する。
・学習内容の習熟及び活用を計画的に設定
し、課題や学習形態、評価の工夫を行う。

Ｂ

・新学習指導要領の観点を生かした授業づく
り、単元構成を意識して行っている。その際に
「授業づくりのステップ１・２・３」を活用してい
る。

A

・「授業づくりのステップ１・２・３」を意識した授業に取り
組むことができた。研究授業や講師の指導もあり、児
童が主体的に学ぶ学習活動を計画実践できた。児童
の学校評価による学習内容の定着についての意識は
９３％で達成した。

B

・「勉強がわかる」のに、授業中「自分の考え
が話せない」児童もいる。今後、ますます求め
られる「読解力」をつけるためにも「考えを話
す」力を引き出す指導が求められる。
・体験から生まれる完成を育んで欲しい。

松永・儀間

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童９０％以上

○心を育てる教育に関するアンケートに
おいて肯定的な回答をした保護者９０％
以上

・一人一人を大切にする人権教室（年間3
回）と「いじめ命を考える日」に人権・いじめ・
命に関するアンケート（毎月）を適切に実施
する。
・道徳科の授業づくり、エンカウンターに関
する校内研修等の実施

Ｂ

・学校評価アンケートにおいて道徳に関する内容について９
０％以上の児童ができているとの回答があった。今後も毎月
のアンケートをもとに児童の心の成長につながる活動を続け
ていきたい。
・学校評価アンケートにおいて９７％の保護者が道徳教育や
人権教育などで心を育てる授業に取り組んでいると回答して
いた。引き続き信頼される教育活動を行う。

A

・後期学校評価アンケートにおいて道徳に関する内容
について９０％以上の児童が実践できているとの回答
があった。
・学校評価アンケートにおいて９６％の保護者が道徳
や人権教育などで心を育てる指導に取り組んでいると
回答した。

A

・人権意識を高めるために、いろいろと実践し
ていることが伝わる。小学校時代に見聞きし
た人権のことがその後のいじめや自殺、引き
こもり防止につながる様に毎年、根気よく啓蒙
を続けて欲しい。

北島・江口・梶原

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教師100％
○いじめのない学校づくりへの取り組み
に関するアンケートにおいて、肯定的な
回答をした保護者９０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルを作成・見直し、研修会の実
施。
・子ども支援会議を年間に１０回以上、
児童面談、三者面談を年間1回以上行
う。
・いじめ・不登校へのきめ細かな対応を
チームとして組織的に行う。

Ｂ

・学校評価アンケートにおいて１００％の職員がいじめ
の早期発見・早期対応に向け子どもの様子の把握や
指導に努めたと回答した。また、９６％の保護者が学校
はいじめのない学校にするために思いやりや友だちづ
くりの指導に取り組んでいると回答している。今後さら
に、早期発見・早期対応、安心して過ごせる支持的風
土づくりに努めていく。
・不登校、不登校傾向の児童、保護者に対する有効な
支援についてチームで模索しながら進めているが、さ
らに関係機関との連携を強化していく必要がある。

B

・中間評価と同じように、学校評価アンケートにおいて
全職員がいじめの早期発見・早期対応に向け子どもの
様子の把握や指導に努めたと回答した。また、９４％の
保護者が学校はいじめのない学校にするために思い
やりや友だちづくりの指導に取り組んでいると回答して
いる。継続した指導や保護者との連携が必要だと思わ
れる。
・不登校、不登校傾向の児童、保護者に対する有効な
支援についてチームで模索しながら進めてきた。今後
も保護者や関係機関との連携を強化していく必要があ
る。

A

・心痛める児童をなくすべく、心を砕いて対策を取って
いるのが伝わります。発見しにくいいじめや本来なら家
庭教育の範疇に入るいじめの対応や対策も学校が担
わなければならない昨今、きめ細かく取り組まれてい
て、頭の下がる思いである。
・子どもの肯定感を高めることは大切に思います。認め
られ褒められ自己の肯定感も高められると思う。

田代・宮原・徳永

◎自らのよさや肯定感を高め、目標や
夢をもって努力しようとする意欲を高め
る教育活動の推進

○Ｑ－Ｕアンケートにおける満足群に属
する児童が、1回目より2回目が上回る。
○「将来の夢や目標」に関するアンケー
トに肯定的な回答をした６年生が９０％
以上

・児童の資質・能力を育む授業づくりに
関する校内研修等を実施する。
・良さ見つけカードや良い行動の共有・
称賛などに取り組み、児童の自尊感情
を高める。
・自分の将来の夢や希望について考え
る授業を行う。
・各種体験活動では、児童に活動の見
通しと学びの振り返りを行う活動を仕組
む。

Ｂ

・月初めのよさ見つけタイム（ぽかぽかカード）の
取り組みは、児童相互のよい行動を見つけ認め
言葉で伝える活動が児童の自尊感情を高めるこ
とにつながっている。３学期にQUアンケートを実施
し１回目の結果と比べることで、学級の様子を把
握し、また対策を立てたい。
・「将来の夢や目標」に関して８割の児童がその実
現に向けて努力していると回答している。道徳だ
けでなく、卒業文集や図工「未来のわたし」の授業
などに取り組みながら９割以上を目指したい。

A

・ぽかぽかカードや帰りの会などで、児童相互
のよい行動を伝え合い、学級全体で褒めるこ
とで児童の自尊感情を高めていった。また、
全校集会では挨拶運動への参加や読書量に
ついてなど多方面で活躍した児童を全校で称
賛した。
・「将来の夢や目標」に関して９４％の児童が
その実現に向けて努力していると回答した。
道徳や国語「プロフェッショナルたち」、卒業文
集、図工の授業などで取り組んだ成果が表わ
れた。また、卒業式では、全児童が決意表明
を行う。

A

・児童アンケートの回答「とても」「だいたい」の
合計と自己を肯定できる児童数が同じかどう
か知りたいと思ったた。もしそうであれば、自
己を肯定できない原因をアンケートから探るこ
ともできます。「生まれてきてよかった」「出会
えてよかった」と思える幸せを全児童に感じて
ほしい。
・夢と目標は少し違うのではないかと思う。努
力することとは何か、と感じている。

北島・井上

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○食育や健康教育への取り組みに関す
るアンケートにおいて肯定的な回答をし
た保護者が９０％以上
○ゲームやテレビ、インターネットなど家
庭で決めた時間を守れていることに関す
るアンケートにおいて肯定的な回答をし
た保護者が７５％以上

・学級活動において、「早寝、早起き、朝
ごはん」の意識を高め、定期的に実践を
振り返り、生活時間と食事のとり方の改
善を行う。
・毎月1日の「ノーテレビデ―・ノーゲー
ム・ノースマホデー」を定着させ、自主
的、計画的に規則正しい生活を送る実
践力を高める。

Ｂ

・食育・健康教育に関するアンケートで、保護
者の肯定的な回答が97.2％と目標値を超えて
いる。引き続き、「早寝・早起き・朝ごはん」の
指導に取り組む。
・ゲームやテレビ等の家庭で決めた時間を守
れていることに関するアンケートで、保護者の
肯定的な回答が70.8％と目標値には達してい
ない。家庭への啓発と意識の変容への手立て
の工夫が必要である。

B

・学級活動や個別指導で「早寝・早起き・朝ご
はん」の啓発を行った。保護者の肯定的な回
答が目標値を上回り、達成できた。
・「ノーテレビ・ノーゲーム・ノースマホデー」に
関しては、肯定的な回答をした保護者が７３％
であった。PTAの協力も得て充実した取り組
みになるようにしなければならない。

B

・自づアンケートに「あまり」「まったく」がいる
限り見逃せないことだと考える。心身が健康
に発育するために、そして児童のこの先の人
生を考えると、少数でも心配である。どちらも
成長のマイナスになりかねない。
・仲間の中で対人に対する力をつけるそんな
教育が現代社会には必要と感じる。行事等で
仲間づくりができ、他の者も受け入れられる教
育も必要である。

山﨑・鶴田・市丸

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週の定時退勤日の確実な実施に努
める。
・勤務時間の自己目標を設定し、効率的
な取り組みを意識的に行う。
・業務の簡便化と業務が集中しないよう
に分担のマネジメントを行う。

Ⅽ

・毎週の定時退勤日、勤務時間の効率的な取り組
みについては個人差があり、職場全体として勤務
時間の上限を守れていない。そのため、タイムマ
ネジメント研修や業務の簡便化のための工夫の
紹介などにより、各自の意識を高める実行力を高
めるとともに、職場全体の雰囲気づくりを進めてい
く。

B

・学校安全衛生委員会で検討したり、各自の業務
記録のを示したりして改善への意識化を図った。
仕事の優先順位や段取りを工夫したりして長時間
勤務にならないように実行する職員が増えてきた
ことで、職場全体の雰囲気が高まってきた。しか
し、取り組みには個人差があるので、具体的な取
り組みを示し各自の意識を高め実行力を高める必
要がある。

A

・実際がどうなのかはわかりませんが、大切な
項目で、先生方の健康のためにも実行してい
ただきたいこと、「A」と評価したいことと考え
た。 徳永

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域・保護者との連
携

○PTAとの連携による行事や教育活動
の円滑な実施

○地域人材を活用し、地域の特色を生
かした教育活動や体験的活動の推進

○保護者の情報交換会や座談会への
参加者50％以上

○地域人材、施設、文化財等を活用した
体験活動への取り組みに関するアン
ケートにおいて、肯定的な回答をした保
護者９０％以上。

・学級懇談やPTA活動の教育講演会などの機
会に，スマートフォン等の使用状況や弊害、ま
た、学力・学習の現状について教師と保護者、
保護者同士の情報交換の機会や座談会を行
い，学力向上、生活習慣の向上への機運を高め
る。
・教育課程の中に人材活用や体験学習を位置
づけ、総合的な学習の時間や各教科の時間に
おいて地域人材、施設、文化財を計画的に活用
する。

Ｂ

・12月に児童の学習や生活面、SNSとの付き合い方に
ついての座談会を開催する予定。
・ゲームやスマホが起因となる問題については担任や
保護者から通信などを通じて適宜情報提供をしてい
る。また、諸中や諸南小と合同でスマホの適正利用に
ついて共通理解し、具現化に向けて取り組んでいる。
・JAや地域の文化財保存会、産業振興課や町の福祉
施設など総合的な学習の時間で積極的に地域人材や
施設を活用している。

B

・12月の座談会では、各学年の保護者が一同に
介してSNSとの付き合い方や児童との接し方、児
童の友人関係について活発に意見を交わし、今
後の家庭教育に生かした。家族と決めたきまりを
守ってSNSを利用している児童は「とても」「だいた
い」と合わせると87％であった。
・諸中や諸南小と合同でスマホの適正利用につい
て、きまりを作り合同のステッカーをつくって、保護
者・児童に啓発した。

A

・PTA会長も、保護者の皆さんも日々多忙の中、
児童の成長を思い活動されていると思います。急
速なSNSの発達やコロナ下での生活など今後ま
すますより良き活動が重要になると思われる。
・コロナ禍で大変だったと思う。 井上

○特別支援教育の充
実

○交流学級の指示的風土作り

○地域や保護者への啓発

○UD教育の充実

○特別支援教育関するアンケートにお
いて交流学級、校内における指示的風
土づくりが進んだと回答をした職員９０％
以上
○特別支援学級の児童の学習の様子を
保護者や地域の方が参観したり、参加し
たりする活動を学期に1回以上実施す
る。

・特別支援教育、UD教育に関して研修会を
実施し、校内環境のＵＤ化を実現する。
・特別支援にかかわる支援会議等を充実さ
せ、個別の支援計画・指導計画の整備を進
める。
・野菜の授業参観での販売や障害者理解
の人権集会を行い、特別支援教育に対する
保護者への理解を求める。

Ｂ

・夏休みにＧＴを招いて特別支援教育・ＵＤ教育の校内
研修会を開き、職員間の共通理解を図ることができ
た。
・随時ケース会議や巡回相談、専門家派遣を行い、配
慮を要する児童への支援策を校内で考えたり外部より
指導を受けたりした。
・校内における支持的風土づくりに努めたと回答をした
職員が９３％であった。
・特別支援学級の様子を知らせる人権教室を行い、全
校児童への理解を図った。

A

・学校評価後期アンケート（職員）では、「子どもの良さ
や良い行動の共有や賞賛など、自尊感情を高めるよう
に取り組んだ」「「個別の支援が必要な児童への支援
等について知り、学級・校内における支持的風土づくり
に努めた」が全職員達成であった。児童では、「けんか
やいじわるをしないで、友だちと仲よくできているか」が
90％達成であった。
・中間発表に記述したケース会議・巡回相談・専門家
派遣で指導を受けたことを児童の支援に生かした。

B

・特別支援学級学級に携わる先生方日々ご
苦労様です。ありがとうございます。参観のた
びに根気良い指導に感謝している。もっと余
力をもって携わることができるように教育委員
会に余裕を持った人員配置をお願いしたく、
敢えてBとさせていただきました。
・校内に掲示されている表示は良い。

江口・末次・大坪

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・研究指定を受け全職員で学力向上に取り組んだ。２年次となり、授業づくりについて職員の認識が深まるにつれ意欲も高まっったことが、児童の学習意欲へとつながった。
・人権意識・心の教育では、組織的にいじめや人権教育に取り組んだことが効果的であった。いじめについては、言葉の使い方やＳＮＳへの指導など保護者との協力が一層重要となる。気持ちを言葉で正しく伝える力や相手の意図を正しく読み取る力をつけ、コミュニケーション力を高
めることで、良好な人間関係を構築させることが必要である。
・開かれた学校づくりは、昨年度に引き続き地域とつながる教育活動を充実させるために町内３校の協働やＰＴＡとの連携を構築してきたことで、意識改革が図られている。来年度も継続して取り組み、充実させていく。その中で、生活習慣・食習慣についても保護者への啓発を一層進
める。働き方改革の法案にのっとった取組は、学校の自助努力と合わせて、多面的な立場からの取り組みが必要である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

小中連携による学力向上推進地域指定事業の定を受け全職員で学力向上に取り組んだ。結果としては多くの課題が残るが、取り組みとしては、保護者と協力しながら三位一体で進めることができた点は次年度につながる。

・人権意識・心の教育では、組織的にいじめや人権教育に取り組んだことが効果的であった。いじめについては、言葉の使い方やＳＮＳの使い方についての指導など保護者との協力が一層重要となる。特別支援教育やＵＤの取組を図ること、一人ひとりの児童の心を受けとめる相談体制の充実を図る必要がある。

・開かれた学校づくりは、地域とつながる教育活動を充実させるために町内3校の協働やＰＴＡとの連携を構築してきたことで、意識改革が図られている。働き方改革の法案にのっとった取組は、学校の自助努力ではめいっぱいであり、多面的な立場から取り組む必要がある。

･生活習慣・食習慣は本校の課題でもある。保護者への啓発を一層進める。究指定を受け全職員で学力向上に取り組んだ。結果としては多くの課題が残るが、取り組みとしては、保護者と協力しながら三位一体で進めることができた点は次年度につながる。

・人権意識・心の教育では、組織的にいじめや人権教育に取り組んだことが効果的であった。いじめについては、言葉の使い方やＳＮＳへの指導など保護者との協力が一層重要となる。特別支援教育やＵＤへの取組を図ること、一人ひとりの児童の心を受けとめる相談体制の充実を図る必要がある。

２　学校教育目標
自ら学び、心豊かに、たくましく生きる児童の育成

　○子どもが生き生きと学習し、確かな学力を 身に付ける学校       ○一人一人を大切にし、子どもが輝く学校         ○規律正しく、家庭・地域から信頼される学校

３　本年度の重点目標

①学力向上に向け、国語科の授業研究を中心に、表現力や思考力（活用力）を高めていく。さらに、スキルタイムで基礎学力を着けていく。

②すべての教育活動を通じて、いじめや差別の防止に努める。

③一人一人の特性に応じた支援を行い、自立と社会参加の素地を作る特別支援教育の推進を図る。

④家庭や地域と情報を共有し、PTAと連携して教育活動を強化する。

⑤基本的生活習慣や生活規律を重視し、情報発信を通して家庭への啓発に努める。

学校名 佐賀市立諸富北小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


